
　

北
国
で
は
白
魔
と
い
わ
れ
る
ほ
ど
の
大
雪
の
厳
し
い
冬

が
終
わ
り
、
梅
の
花
が
咲
き
、
春
の
便
り
と
と
も
に
生
命

の
芽
吹
き
を
感
じ
ま
す
。

　

よ
く
絵
画
な
ど
芸
術
家
は
一
代
、
音
楽
家
は
二
代
な
ど

と
い
い
ま
す
。

　

親
と
い
う
も
の
は
、
自
分
が
寒
い
こ
と
も
暑
い
こ
と
も

忘
れ
て
、
子
ど
も
の
暑
さ
を
庇
い
、
寒
さ
か
ら
守
っ
て
や

り
ま
す
。
こ
れ
こ
そ
が
親
が
子
を
思
う
、
こ
の
上
な
く
深

い
心
で
す
。
奈
良
の
薬
師
寺
の
高
田
好
胤
官
長
の
「
永
遠

な
る
も
の
を
求
め
て
、
永
遠
に
努
力
す
る
人
を
菩
薩
と
い

う
」
言
葉
を
思
い
出
し
ま
す
。

　

さ
て
最
近
、
曾
野
綾
子
さ
ん
と
石
原
慎
太
郎
さ
ん
が
対

談
し
た
「
死
と
い
う
最
後
の
未
来
」
と
い
う
人
の
死
に
つ

い
て
の
本
を
読
み
、
そ
の
内
容
が
印
象
的
で
し
た
。

　

人
が
亡
く
な
る
日
は
、
永
遠
に
向
か
っ
て
の
誕
生
日
、

年 5 回発行

人
間
の
一
生
は「
永
遠
の
前
の
一
瞬
」と
記
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

皆
さ
ん
も
よ
く
ご
存
じ
の
織
田
信
長
の
有
名
な
句
に
、

「
人
間
五
十
年
、
下
天
の
内
を
比
ぶ
れ
ば
、
夢
ま
ぼ
ろ
し

の
如
く
な
り
、
一
度
生
を
受
け
、
滅
せ
ぬ
者
の
あ
る
べ
き

か
」、
敦
盛
の
名
文
句
で
す
。
さ
ら
に
謡
い
ま
す
。

「
こ
れ
ぞ
菩
薩
の
種
な
ら
む
、
こ
れ
ぞ
菩
薩
の
種
と
な
る
」

と
続
き
ま
す
。

　

そ
し
て
結
び
に
は
「
死
の
ふ
は
一
定
、
し
の
び
草
に
は

何
を
し
よ
ぞ
、
一
定
か
た
り
お
こ
す
の
よ
」
と
謡
い
ま
す
。

　

戦
国
の
世
か
ら
寿
命
が
の
び
た
と
は
い
え
百
年
の
人
生

で
す
。生
涯
は
単
な
る
旅
路
に
過
ぎ
ず
、亡
く
な
っ
た
後
は
、

た
だ
た
だ
他
の
人
が
あ
ー
だ
っ
た
、
こ
ー
だ
っ
た
と
言
う

だ
け
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

　

ま
だ
寒
い
日
も
あ
り
ま
す
が
、
つ
く
し
が
芽
を
出
す
な

ど
季
節
は
春
へ
向
か
っ
て
い
ま
す
。
ど
う
ぞ
お
身
体
を
ご

自
愛
く
だ
さ
り
、
毎
日
を
丁
寧
に
お
過
ご
し
く
だ
さ
れ
ば

と
思
い
ま
す
。

■各面の紹介

②「ヒト」「平安仏」

③「梅まつり」写真特集

④宗清寺 2〜3月・「マンガ」
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生
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岡
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五
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当山梅園に集まってきた人たち

カメラ　望月正義さん
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ひ
ろ

し
げ

　

█
鈴
木
麻
紀
子
さ
ん
イ
ラ
ス
ト
展　

梅
ま

つ
り
の
期
間
中
、
さ
く
ら
台
幼
稚
園
児
を
モ

デ
ル
に
描
い
た
イ
ラ
ス
ト
展
が
開
か
れ
、
好

評
で
し
た
。

　

作
品
を
描
い
た
鈴
木
さ
ん
は
、
元
ジ
ブ
リ

ス
タ
ッ
フ
で
、「
か
け
っ
こ
」や「
リ
レ
ー
」「
坐

禅
」
な
ど
10
点
ほ
ど
を
飾
り
ま
し
た
。

　

█
第
41
回
宗
清
倶
楽
部
杯
チ
ャ
リ
テ
ィ
ゴ

ル
フ
で
募
集　

同
コ
ン
ペ
が
3
月
21
日（
金
）

に
富
士
市
北
松
野
の
リ
バ
ー
富
士
Ｃ
Ｃ
で
行

わ
れ
る
た
め
、
参
加
者
を
募
集
し
て
い
る
。

　

申
し
込
み
〆
め
切
り
は
3
月
9
日
㈰
で
、

問
い
合
わ
せ
等
は
宗
清
寺
（
0
5
4
5
・

8
1
・
0
3
5
3
）。

　

█
心
と
身
体
に
向
き
合
い
、
バ
ラ
ン
ス
を

整
え
る
「
ヨ
ガ
」
を
始
め
て
み
ま
せ
ん
か
？

ヨ
ガ
歴
18
年
・
各
所
で
活
躍
さ
れ
て
い
る
能

津
佐
和
子
氏
に
よ
る
「
お
寺
ヨ
ガ
」
を
３
月

よ
り
月
に
2
回
程
度
開
催
予
定
で
す
。
能
津

氏
は
、
仏
教
の
故
郷
イ
ン
ド
で
の
ヨ
ガ
の
経

験
も
あ
り
、「
ヨ
ガ
を
通
じ
て
身
体
に
感
謝

す
る
時
間
を
作
り
、
自
分
を
大
切
に
す
る
こ

と
を
伝
え
た
い
」
と
の
こ
と
で
す
。

〜
プ
ロ
フ
ィ
ー
ル
〜
富
士
市
中
之
郷
出
身
・

３
姉
妹
の
母
・
趣
味
は
ト
レ
イ
ル
ラ
ン
・
小

型
バ
イ
ク
で
旅
・
庭
と
畑
作
り

　

３
／
14（
金
）・
３
／
28（
金
）開
催
予
定
で
。

　

興
味
の
あ
る
方
は
寺
ま
で
。

900
年
前
の
仏
像
と
判
明

郷
土
史
の
大
き
な
話
題
に

　

█
阿
弥
陀
仏
座
像
は
九
百
年
前
の
も
の　

現
在
、
さ
く
ら
台
幼
稚
園
ホ
ー
ル
に
飾
ら

れ
て
い
る
宗
清
寺
所
有
の
阿
弥
陀
座
像
が
今
か
ら
約
九
百
年
前
に
作
ら
れ
た
古
い
仏
像

で
あ
る
こ
と
が
明
ら
か
に
な
っ
た
。

　

き
っ
か
け
は
同
園
Ｐ
Ｔ
Ａ
会
長
・
島
口
直
弥
氏
（
学
芸
員
）
が
古
い
物
で
は
な
い
か

と
園
側
に
提
案
、
調
べ
た
と
こ
ろ
平
安
時
代
後
期
の
も
の
と
、
明
ら
か
に
な
っ
た
と
い
う
。

ほ
ぼ
百
年
ご
と
に
修
理
し

て
ま
た
記
録
も
残
さ
れ
て

お
り
、大
嶽
住
職
（
園
長
）

は
「
平
安
時
代
後
期
の
作

と
聞
い
て
驚
い
て
い
る
。

こ
れ
か
ら
も
大
切
に
し
て

い
き
た
い
」
と
話
し
た
。

（
富
士
ニュ
ー
ス・

　
　

2
月
20
日
付
）

　

新
し
い
当
山
護
持
会
執
行
部
に
は
、
元
宗

青
会
長
や
副
会
長
が
多
い
の
が
特
徴
で
、
ど

の
顔
ぶ
れ
を
見
て
も
、
お
祭
り
な
ど
の
組
立

て
が
上
手
だ
っ
た
。
浦
田
さ
ん
の
場
合
も
宗

青
会
長
時
代
、
役
場
職
員
と
い
う
こ
と
も
あ

っ
て
、
祭
典
の
プ
ラ
ン
を
き
ち
ん
と
準
備
し

て
皆
さ
ん
に
配
ら
れ
た
の
を
覚
え
て
い
る
。

　

浦
田
さ
ん
は
富
士
川
町
の
富
士
市
と
の
合

併
に
伴
い
他
の
市
町
と
も
ど
も
配
水
管
関
係

の
地
味
な
仕
事
を
続
け
て
き
た
。
一
方
で
、

退
職
後
は
「
町
づ
く
り
協
議
会
」
を
続
け
て

行
政
と
市
民
の
意
思
疎
通
に
も
一
働
き
し
て

き
た
。

　

浦
田
家
で
は
、
早
く
し
て
亡
く
な
っ
た
博

恵
氏
と
と
も
に
2
代
続
け
て
寺
役
員
を
や
っ

て
下
さ
る
わ
け
で
、「
寺
の
た
め
に
、
や
れ

る
こ
と
は
全
力
を
尽
く
す
」
と
語
っ
た
。

　

家
族
は
子
ど
も
を
含
め
て
4
人
。
趣
味
は

「
本
を
読
む
く
ら
い
」
と
地
味
。
お
酒
は
「
昔

は
た
く
さ
ん
飲
ん
だ
が
、
今
は
た
し
な
む
程

度
」
と
い
う
。
68
歳
。

（
富
士
川
･
堺
町
）

理
事
就
任
の
元
宗
青
会
長

浦
田
勝
広
さ
ん

浦
田
勝
広
さ
ん

私
も
宗
清
寺
檀
家

宗清寺会館で
さくら台幼稚園で

L
I
N
E
お
友
だ
ち
募
集

修理中の阿弥陀如来像
（さくら台幼稚園）
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▼豆まきを待つ本堂前の大群衆

▲豆まきをする（左から）大嶽住職、
望月護持会長、小長井富士市長、
泉護持会副会長ら

▶本堂前で演奏
して好評だった
バイオリンなど
の演奏者の皆さ
ん

◀
エ
ー
ル
を
送
る
女
子
を
含

　

め
た
富
士
高
応
援
団
員
ら

▶当日夜 8時に
　打ち上げられた大花火

▼団子やさくら棒などが
　たくさん売れた護持会と婦人会バザー

▶
今
年
は
梅
の
開
花
が
遅
れ
て

　

よ
う
や
く
3
分
咲
き
と
い
う
と
こ
ろ
だ
っ
た
。

▶
福
ダ
ル
マ
や
ラ
ン
ド
セ
ル
に

　

ご
祈
祷
す
る
大
嶽
住
職

　

天
候
に
恵
ま
れ
た
こ
と
も
あ

っ
て
、
今
年
も
盛
大
に
「
梅
ま

つ
り
」
を
祝
う
こ
と
が
で
き
ま

し
た
。
当
山
檀
家
で
写
真
家
の

望
月
正
義
さ
ん
の
カ
メ
ラ
ル
ポ

を
お
楽
し
み
下
さ
い
。

豆
ま
き
大
賑
わ
い

豆
ま
き
大
賑
わ
い

梅
ま

つ
り
梅
ま

つ
り

●カメラ　望月正義氏

宗清寺
ホームページ



宗
清
寺
二
〜
三
月

　

█
大
本
山
總
持
寺
開
山
瑩
山
禅
師
七
百
回

大
遠
忌　

2
月
11
日
の
「
梅
ま
つ
り
」
に
合

わ
せ
、
本
堂
内
で
住
職
か
ら
表
彰
者
に
伝
達

が
行
わ
れ
ま
し
た
。
受
彰
さ
れ
た
皆
さ
ん
は

次
の
通
り
で
す
。

　

▽
總
持
寺
開
山
七
百
年
大
遠
忌
表
彰
＝
檀

信
徒
の
部
＝
澁
谷
弘
、
川
口
宗
彦
、
故
・
伊

東
勇
氏
の
皆
さ
ん

◀
当
山
護
持
会
関
係
の
表
彰
者
＝

　

█
今
年
の
花
コ
ン
は
「
平
家
物
語
」　

今
年

の
第
31
回
花
ま
つ
り
コ
ン
サ
ー
ト（
花
コ
ン
）

は
樽
井
直
美
さ
ん
ら
に
よ
る
「
平
家
物
語
」

と
ジ
ャ
ズ
ナ
ン
バ
ー
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

　

日
時
は
5
月
10
日
㈯
夜
6
時
開
場
で
6
時

30
分
開
演
の
予
定
で
す
。
前
売
り
は
2
千
円
、

当
日
券
は
2
千
5
百
円
で
す
。

　

█
新
年
前
に
「
ス
ポ
ッ
ト
ラ
イ
ト
」　

当

山
で
は
昨
年
年
末
の
12
月
31
日
に
「
除
夜
の

鐘
」
に
先
立
ち
、本
堂
前
に
グ
ラ
フ
ィ
ッ
ク
・

プ
ロ
ジ
ェ
ク
タ
ー
を
設
置
し
て
新
年
を
祝
い

好
評
で
し
た
。＝
写
真
＝

第  150  号  ⑷宗清便り令和 7年 3月 9日㈰

マンガ：光澤裕顕

左から澁谷弘、伊東勇氏夫人、川口宗彦の皆さん

右から宗清寺寺族の
大嶽節子、大嶽千春のご両人

宗清寺梅花講の皆さん

梅
花
検
定
合
格
者
＝
斉
藤
文
子（
正
詠
教
範
）、

中
川
き
く
江
（
一
級
教
範
）、佐
藤
松
子
（
同
）、

関
百
合
子
（
大
教
導
）、佐
藤
幸
代
（
中
教
導
）、

藤
谷
千
鶴
子
（
同
）、
落
合
海
子
（
同
）、
鈴

木
道
子
（
正
教
導
）

た
だ
食
べ
た
い

だ
け
じ
ゃ
な
い
!!

そ
う　
じ　

じ

け
い
ざ
ん


